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学校法人向陽学園

向陽高等学校 "24年創立百周年

    　　　　　学校生活も大きく変化していくよ。（昭和23年度記録より）（H)
　　　大村・諫早地区体育大会開催（ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ、ﾊﾞｽｹｯﾄ、ﾃﾆｽ、ﾊﾞﾚｰ、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）、北陸地方地震
    　（特に福井市）への募金、ノート・消しゴム配給、2年生煉瓦積載作業、校名改名披露演劇会開催、
　　　石鹸アルバイト、日章旗掲揚許可、保護者会をＰＴＡに改組、大雨で被害甚大（9月）、
　　　同窓会準備会（大村、西大村、萱瀬地区)など・・・。　　　　　　　大変な変化ですね～（M)

 

同窓会役員（１０名）と烏山雅之理事長、校長以下関係
者が出席して、本校にて同窓会役員会が開催されました。
＜一口メモ＞
　昭和24年高校最初の同窓会役員会開催
　昭和59年「たちばな同窓会」発会式開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田浩二氏講演）

　　　　　　　さー、いよいよだ！昭和２３年「学制改革」で六・三・三制実施により、新制高等学校が発足。
           この年、４月１日「大村女子職業高等学校」（家庭課程・被服課程）が認可されたんだよ。
           そして、昭和２３年１０月１４日「向陽高等学校」に名称変更が認可されたんだ！！（H)
　　　　　　　※本科生４年終了者は、新制高校２年生に編入（希望者）。
　　　　　 　３年終了者は在籍し終了（希望者は翌年高校被服別科（1年修業）へ）。

     わくわく感が
    伝わるなー！

S23,11 烏山武校長先生が

生徒に新門札を披露し授与

石鹸アルバイトは、自分達で廃油で作り一人6個（1個25円）売ったのよ。（高2回卒Sさん）

S23.11「新高校門札」を掲げ記念写真

（S21,6建立第3代正門前にて）
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 　　初代校旗は、ヒテコ先生が旧校旗に
 　　「大村向陽高等学校」と書かれた布を
　　　　縫って作られたそうだよ。(H)

　　　    向：「未来に向かって、素直な気持ちと自分の考えで、ひたむきに励む」
　　　    陽：「周囲を明るく照らし、良い行いをすると必ず良い結果を享受する」
　　当時、学園のある地域は「向陽町」と呼ばれ、その町で大村唯一の私学として地域に根ざ
　　した教育を目指していたんだ。そして、終戦後苦しい生活の中、若者には建学の精神「奉仕」
　  　の理念の基「希望を持ってひたむきに努力する事」を願い、その二つの思いを「向陽」という名に込め
　    られたんだ。（昭和56年10月から区画整理により西三城町に変更）（H)

QRコード利用について
※向陽高校HPがご覧いただけます。

　　新制高校になり、
　生徒・職員全員が
　希望に向かって
　前進したんですね。！
 次号の「向陽」も楽しみ！

　昭和24年には、高校被服別科（1年）が附設。
　第1回「長崎県高等学校総合体育大会」も開催されたよ。（H)

昭和24年10月「校歌制定」
作詞者「百田宗治」氏に、烏山武校長先生が作詞を依頼したんだよ。（H)
※明治26年～昭和30年大阪出身、日本の人道主義的詩人、児童文学者、

文部省教科書編纂委員。（「どこかで春が」の童謡・唱歌で有名）

作曲者「片山穎太郎」氏 ※明治27年～昭和50年大阪出身、現東京芸術大学作曲科卒。

昭和２４年１０月分教場を移築し「建築落成」

「校舎が大きくなる、

私達の力で建てる」という希望をもって

手伝ったわ。（S26,高2回卒Tさん）

初代の校旗と胸章(たちばな）
※胸章は卒業生からの寄贈
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